
第30回 「Introduction to subagents」
   Anthropic 公式 Claude Academy

Claude Code

効く形に設計する
   公式の教材を、順番に



この資料について

Anthropic とは関係のない、⾮公式の資料です

公式の学習サイト Claude Academy の⽇本語訳です

原⽂（英語）Introduction to subagents ∕ Designing 
effective subagents

前回で1体作りました。今回は、効かせるための型です

1出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



全51回の、今⽇はここ

2出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今⽇のレッスン

Introduction to subagents の第3回

原題 Designing effective subagents

 訳 効く形に設計する

設定の下⼿なサブエージェントは、さまよい、⻑く⾛りすぎ、使
えない答えを返します

3出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 設定は、どう使われているのか

原題 How Subagent Config Data Gets Used

使えるサブエージェントすべての名
前と説明が、もとの担当の決めごと
に⼊ります

もとの担当は、これを⾒て、どれを
いつ⽴ち上げるかを決めます

ひとりでに呼ばれるかを思いどおり
にしたいなら、直すのは名前と説明
です

4出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 説明は、2つを決めている

いつ動くか もとの担当が、どれを
⽴ち上げるかを決める

何をしろと⾔われるか 仕事を始め
させる⾔葉を、説明を⼿引きに書く

「どのファイルを⾒直させたいか、
はっきり伝えること」と⾜すと、具
体的になります

5出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



② 答えの形を決める

原題 Defining an Output Format

いちばん⼤きな改良は、決めごとの
中に答えの形を定めることです

⾃然な⽌まりどころができます。欄
を全部埋めたら、終わりだと分かり
ます

⻑く⾛りすぎるのを防ぎます。どこ
まで調べれば⼗分かを、決めかねな
くなります

6出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



② ⾒直し役の、答えの形

1 まとめ∕2 重い問題∕3 ⼤きな問
題

4 ⼩さな問題∕5 すすめ∕6 通して
よいか

この形が、やることの確かめ表にな
ります

7出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



③ ⾏き詰まりを報せる

原題 Reporting Obstacles

途中で⾒つけた回り道は、返すまと
めに出てこなければなりません

出てこないと、もとの流れが、同じ
答えを⾒つけ直すことになります

時間も、使える量も、無駄になりま
す

8出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



③ 欄を⾜せば、出てくる

整えるときの問題、動く場のくせ∕
途中で⾒つけた回り道

特別な飾りや設定が要った命令∕困
りごとの種になった部品や取り込み

答えの形に「⾏き詰まったこと」の
欄を⾜せば、確かに出てきます

9出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



④ 使える道具を絞る

原題 Limiting Tool Access

調べるだけ∕読むだけ 
Glob・Grep・Read だけで⾜りま
す

⾒直し役 差分を⾒るために Bash 
は要りますが、Edit も Write も要
りません

書き換える担当 ここで Edit と 
Write を渡します

10出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



効く形の4つ

11出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今回のまとめ

説明は、いつ動くかと、何を⾔われるかの両⽅を決める

答えの形を定めると、いつ終わりかが分かる

「⾏き詰まったこと」の欄が無ければ、報せは来ない

本当に要る道具だけを渡す。渡さなければ、できない

1つ1つは単純だが、合わさると働き⼿が変わる

12出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



次回

Introduction to subagents の第4回（最終回）

原題 Using subagents effectively

 訳 使いこなす

どんなときに助けになり、どんなときに邪魔になるのかを⾒ます

全51回の、31回⽬です

13出どころ：Claude Academy「Introduction to subagents」レッスン3（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



その担当は、いつ終われば終わりですか


